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JFEシビルでは，当社の商品である「KTブレースTM」1）

および「二重鋼管座屈補剛ブレースTM」2, 3）（以下，二重鋼
管ブレース）（図 1）を用いた既存鉄筋コンクリート（以下，
RC）造および鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震補強工
法を開発し，実用化用
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骨枠および既存躯体との接合は原則として従来工法と同様
の間接接合 4)

であり，補強ブレース架構を建物内側または
外側に設置する。

前述したように「KTブレースTM」および二重鋼管ブレー
スは意匠性に優れているため，特に建物外観の変化を伴う
外付け補強の場合に適した工法である（写真 2）。なお，本
工法の補強設計および鉄骨枠・間接接合ホ຃計く๣の
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